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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・病棟事業報告を12/25(火)迄にお願いします。

・精神医学学会の伝達講習の開催→院内研修の位置付けで伝達研修を実施します。

（日時）　12/27（月）17：30～18：30

（場所）　メモリアルホールにて

・もちつき大会12/28(火)の食券は当日に配布します。行事担当は対応お願いします。

・SSTは25（土）クリスマス会がありますので翌日26（日）に実施します。

· 検査センターから届いた伝票は、検査データ確認したスタッフが印鑑を押すようにしてください。

· 本日予定されていたカンファレンスの勉強会（救急カート：星Ns）ですが、本日担当スタッフ不在の為28日(火)に変更します。

＜安ヶ平Dr診察＞

石切　久様～本人より「幻聴がひどくて疲労感が強い」「恐怖心がある」との訴えあり、食事も落ち着いて摂取出来ない事を主治医へ情報提供しています。本日、昼から下記の内容で臨時薬処方となっています。

レボトミン(抗精神病薬)（25）3T　3×1/7日分　以後定期処方となります。

レストランでの幻聴が強く、食事は病棟であれば全量摂取出来ています。病状がおちつくまで病棟への配膳を行うよう、主治医から指示がありましたので、統一した対応をお願いします。長時間のトイレこもりやイライラ感の訴えも聞かれているため、衝動行為に注意して観察して下さい。

出河　攻様～陰嚢水腫への対応として、　

セフジドレン(抗菌薬)（100）3Tターゼン（消炎酵素）（10）3T　3X1/7日分

が臨時処方となっています。

陰嚢水腫の再発がないか、観察をして行きましょう

本人より「血圧が高い，眩暈がする。」との訴え聞かれている事から、

ディオバン(降圧剤)(40)1T　1×朝/7日分　以後定期処方となっています。

血圧値の確認を行うとともに、身体不調の有無について観察していきましょう。

中居　松男様～本人より「自宅(アパート)が気になるので見て来たい。」と訴えがあり、主治医よりSW山田と一緒に行ってくるよにと指示ありました。

　　　　　　病棟スタッフとSWとの日時調整中です。

＜注目患者様　評価・検討＞

・菅井　浩子様～食事拒否見られており、日課の取り組み状況に活動性の低さみられてきています。表情硬さも見られており、介入に対する反応が少ない状況です。

主治医へ情報提供し、食事は取れる分は摂取していくよう、体重管理を継続するようにとの指示受けています。

体重の継続計測を行い、食事摂取量の観察をしていきましょう。　　　　

異常体験に左右された状態が悪化・継続すると、荷物をまとめて離院しようとしたり、化粧品を飲んでしまったりした事もある患者様なので、日課・食事を拒否する理由を傾聴し、不安の除去に努めていきましょう。また、主治医への情報提供を行っていきましょう。

＜SST評価検討＞

· Aグループ～西病棟へ転入されて始めてSSTに参加された方もいましたが、全体的に穏　　　　　　　　　　　　　　　　やかに進行する事できており、目標もほとんどの人が達成する事できている。

· Bグループ～短期目標は皆様達成できており、できている部分には評価しています。

· Cグループ～全体的に集中し行えている。自己評価（振り返り）では「できなかった」「半分できた」と答える方が多く意識して行えるようアドバイスしている。

· Dグループ～目標を覚えていない患者様が数名、口の動きずらさを感じている方も数名おり口の運動にていてアドバイスしている。全体的には自発的な発言も多くみられ活気ある取り組みとなっている。

